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※ノンブル1mm内側移動した

　「イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
」
と
は
、
イ
メ
ー
ジ
図
像
を
意
味
す

る
フ
ラ
ン
ス
語
で
、本
や
雑
誌
の
装
幀
や
挿
絵
、ポ
ス
タ
ー

や
チ
ラ
シ
と
い
っ
た
広
告
、
絵
は
が
き
や
絵
封
筒
、
漫
画

な
ど
、
大
衆
的
な
複
製
と
し
て
総
称
さ
れ
ま
す
。

　大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
印
刷
技
術
の
進
歩
に
よ
り

複
製
技
術
が
発
達
し
、
誰
も
が
身
近
に
楽
し
め
る
よ
う
に

な
り
、
様
々
な
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
が
大
流
行
し
ま
し
た
。「
大

正
ロ
マ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
乙
女
チ
ッ
ク
で
抒
情
性
漂
う
も

の
や
、
斬
新
で
洗
練
さ
れ
た
「
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
」
な
ど

が
街
中
を
彩
り
、
中
で
も
著
名
画
家
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
手

掛
け
た
も
の
は
、
特
に
人
気
を
博
し
ま
し
た
。

　本
展
で
は
、
藤
島
武
二
（
①
）
や
岸
田
劉
生
に
よ
る
本

の
装
幀
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
様
式
の
橋
口
五
葉
、
ア
ー

ル
・
デ
コ
様
式
で
活
躍
し
た
杉
浦
非
水
や
小
林
か
い
ち
、

少
女
趣
味
の
高
畠
華
宵
や
、
抒
情
性
を
帯
び
た
美
人
画
も

描
い
た
竹
久
夢
二
、
怪
奇
的
幻
想
美
で
異
彩
を
放
っ
た
橘

小
夢
、
古
賀
春
江
や
恩
地
孝
四
郎
の
都
市
モ
ダ
ニ
ズ
ム
な

ど
、
西
欧
の
文
化
も
交
じ
り
合
っ
た
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
の
世

界
を
、５
０
０
点
を
超
え
る
作
品
で
一
堂
に
紹
介
し
ま
す
。

　昭
和
世
代
に
は
懐
か
し
く
、
平
成
世
代
に
は
新
し
い
デ

ザ
イ
ン
と
し
て
目
に
映
り
、
き
っ
と
そ
の
魅
力
に
心
惹
か

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
会
期
中
は
関
連
イ
ベ
ン
ト
や
プ
レ

ゼ
ン
ト
企
画
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

■
大
正
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
の
13
人

　明
治
か
ら
大
正
に
移
り
変
わ
る
１
９
１
０
年
代
、
若
者

た
ち
は
親
の
世
代
（
明
治
時
代
）
と
は
異
な
る
、
新
し
い

表
現
を
模
索
し
ま
す
。
と
り
わ
け
、
１
９
１
０
〜
２
３
年

に
刊
行
さ
れ
た
文
芸
・
美
術
雑
誌
『
白
樺
』
な
ど
で
紹
介

さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
作
品
は
、
そ
う
い
っ
た
若
者

た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
よ
り
倍
増
さ
せ
、
未
来
に
向
け
た

新
た
な
芸
術
表
現
が
生
み
出
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、代
表
す
る
13
人
の
芸
術
家
、藤
島
武
二
、橋
口
五
葉
、

杉
浦
非
水（
②
）、坂
本
繁
二
郎
、広
川
松
五
郎
、岸
田
劉
生
、

富
本
憲
吉
、
高
畠
華
宵
、
竹
久
夢
二
（
③
）、
橘
小
夢
、

古
賀
春
江
（
④
）、
蕗
谷
虹
児
、
小
林
か
い
ち
（
⑤
）
に

よ
る
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
を
紹
介
し
ま
す
。

■
様
々
な
意
匠

◆
フ
ラ
ン
ス
語
で
生
（
生
命
）
の
跳
躍
（
躍
動
）・
飛
翔
」

を
意
味
す
る「
エ
ラ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ル（
エ
ラ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ー

ル
）」。
す
べ
て
は
生
命
表
現
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

大
正
時
代
に
は
、
生
き
る
こ
と
に
か
か
わ
る
生
の
衝
動

と
し
て
、
様
々
な
《
エ
ラ
ン
・ヴ
ィ
タ
ル
の
イ
マ
ジ
ュ

リ
ィ
》
が
誕
生
し
ま
し
た
（
⑥
⑦
）。

◆
ま
た
、
明
治
末
頃
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
が
流
行
し
、
日
本
で
も
そ
の
影
響
で

江
戸
時
代
を
知
ら
な
い
新
時
代
の
若
者
た
ち
に
よ
る
、

江
戸
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
し
て
の
浮
世
絵
が
展
開
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。
竹
久
夢
二
（
⑧
）・
鏑
木
清
方
・
小

村
雪
岱
な
ど
も
《
浮
世
絵
の
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
》
を
手
掛

け
て
い
ま
す
。

◆
一
方
、
子
ど
も
や
女
性
に
向
け
た
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
も
大

き
く
変
化
し
ま
す
。
明
治
時
代
の
立
身
出
世
的
子
ど
も

観
が
払
拭
さ
れ
、
武
井
武
雄
・
加
藤
ま
さ
を
・
岡
本
帰

一（
⑨
部
分
）・
川
端
龍
子（
⑩
）な
ど
に
よ
る
、乙
女
チ
ッ

ク
や
カ
ワ
イ
イ
《
子
ど
も
・
乙
女
の
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
》

が
誕
生
し
ま
し
た
。

◆
ま
た
、
大
正
10
年
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
「
怪
奇
美
」
と
呼

ば
れ
る
独
特
の
世
界
観
が
認
め
ら
れ
て
い
き
、
ゴ
シ
ッ

ク
や
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
ど
の

感
覚
も
加
わ
っ
た
《
怪
奇
美
の
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
》
が
生

ま
れ
て
い
き
ま
し
た
（
⑪
）。

◆
さ
ら
に
、
関
東
大
震
災
以
後
、
一
時
期
メ
デ
ィ
ア
の
中

心
が
京
阪
に
集
中
、
特
に
《
京
都
ア
ー
ル
・
デ
コ
の
イ

マ
ジ
ュ
リ
ィ
》
が
京
阪
の
文
化
を
刺
激
し
、
賑
わ
い
を

見
せ
ま
し
た
。

◆
そ
し
て
関
東
大
震
災
の
数
年
後
、
東
京
は
復
興
に
向
け

て
動
き
だ
し
、
今
ま
で
の
も
の
と
は
ま
た
違
っ
た
、
視

覚
、
臭
覚
、
味
覚
、
触
覚
、
聴
覚
な
ど
の
感
覚
を
も
持
っ

た
《
尖
端
都
市
の
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
》
が
、
世
相
や
風
俗

に
も
図
像
化
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。こ
れ
が
す
な
わ
ち
、

モ
ダ
ン
と
い
わ
れ
る
ス
タ
イ
ル
で
す
。

◆
大
正
の
初
め
、
美
術
家
た
ち
が
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
シ
ー

ン
を
提
示
し
、
そ
れ
ら
は
画
学
生
や
美
術
愛
好
家
へ
と

広
が
り
、
や
が
て
商
業
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
《
新
興
の
イ

マ
ジ
ュ
リ
ィ
》
が
活
発
に
制
作
さ
れ
ま
し
た
（
⑫
）。

◆
こ
う
し
た
大
正
時
代
の
文
化
運
動
は
、
演
劇
・
音
楽
・

映
画
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
幅
広
い
分
野
に
波
及
し
ま
し

た
。
そ
の
多
様
さ
が
大
正
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
の
魅
力
で
も

あ
り
、《
大
衆
文
化
の
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
》
と
な
っ
て
、
今

日
に
も
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
の
で
す
（
⑬
）。

「
大
正
ロ
マ
ン
と
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン

 
〜
大
正
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
の
世
界
〜
」

８
月
３
日(

土)

〜
９
月
16
日(

月
・
祝)

﹇
会
期
中
無
休
﹈

《
画
像
》①
藤
島
武
二
（
口
絵
）
与
謝
野
晶
子
『
晶
子
短
歌
全
集 

第
１
』

６
版 

１
９
２
６
年 

新
潮
社
／
②
杉
浦
非
水
（
装
幀
）『
非
水
月
刊
図

按
』
第
１
巻
第
１
号 

１
９
１
８
年 

金
尾
文
淵
堂
／
③
竹
久
夢
二
（
表

紙
）『
汝
が
碧
き
眼
を
開
け
』（
セ
ノ
オ
楽
譜
五
六
番
）
７
版 

１
９
２

７
年
／
④
古
賀
春
江
（
表
紙
）『
香
蘭
』
第
９
巻
第
１
号 

１
９
３
１

年 

香
蘭
詩
社
／
⑤
小
林
か
い
ち
「
絵
は
が
き
セ
ッ
ト
《
灰
色
の
カ
ー

テ
ン
》」
１
９
２
５
〜
２
６
年
頃
／
⑥
津
田
清
楓 

（
装
幀
）
夏
目
漱
石

（
金
之
助
）『
道
草
』
13
版 

１
９
１
９
年 

岩
波
書
店
／
⑦
恩
地
孝
四

郎
（
装
幀
）
多
田
不
二
『
多
田
不
二
詩
集 

悩
め
る
森
林
』
１
９
２
０

年 

感
情
詩
社
／
⑧
竹
久
夢
二
（
表
紙
）『
春
の
雨
』（
新
小
唄
第
二
編
）

１
９
１
６
年 

現
代
堂
／
⑨
岡
本
帰
一
（
挿
画
）《
兎
の
ダ
ン
ス
》
野

口
雨
情 

詩
『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』
３
巻
５
号 

１
９
２
４
年 

東
京
社
／

⑩
川
端
龍
子
（
表
紙
）『
少
女
の
友
』
第
８
巻
第
１
号
《
は
ね
兎
》

１
９
１
５
年 

実
業
之
日
本
社
／
⑪
水
島
爾
保
布
（
装
画
）
谷
崎
潤
一

郎
『
人
魚
の
嘆
き
・
魔
術
師
』
再
販 

１
９
１
９
年 

春
陽
堂
／
⑫
作

者
不
詳
《
国
際
懸
賞
募
集
ポ
ス
タ
ー
之
内 

佳
作
》
カ
ル
ピ
ス
製
造

株
式
会
社 

１
９
２
４
年
／
⑬
Ａ
Ｚ
Ｕ『
カ
ジ
ノ
フ
オ
ー
リ
ー
レ
ヴ
ュ
ー

舞
踏
団
第
42
回
公
演
』
１
９
２
９
年 

浅
草
水
族
館

２
０
１
９
年
７
月
１
日（
月
）〜
９
月
16
日（
月
・
祝
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◆
第
１
・
第
２
・
第
３
展
示
室
　

①

⑬
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③

④

⑤

⑥
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⑫
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し
ま
す
。
明
治
時
代
の
立
身
出
世
的
子
ど
も

観
が
払
拭
さ
れ
、
武
井
武
雄
・
加
藤
ま
さ
を
・
岡
本
帰

一（
⑨
部
分
）・
川
端
龍
子（
⑩
）な
ど
に
よ
る
、乙
女
チ
ッ

ク
や
カ
ワ
イ
イ
《
子
ど
も
・
乙
女
の
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
》

が
誕
生
し
ま
し
た
。

◆
ま
た
、
大
正
10
年
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
「
怪
奇
美
」
と
呼

ば
れ
る
独
特
の
世
界
観
が
認
め
ら
れ
て
い
き
、
ゴ
シ
ッ

ク
や
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
ど
の

感
覚
も
加
わ
っ
た
《
怪
奇
美
の
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
》
が
生

ま
れ
て
い
き
ま
し
た
（
⑪
）。

◆
さ
ら
に
、
関
東
大
震
災
以
後
、
一
時
期
メ
デ
ィ
ア
の
中

心
が
京
阪
に
集
中
、
特
に
《
京
都
ア
ー
ル
・
デ
コ
の
イ

マ
ジ
ュ
リ
ィ
》
が
京
阪
の
文
化
を
刺
激
し
、
賑
わ
い
を

見
せ
ま
し
た
。

◆
そ
し
て
関
東
大
震
災
の
数
年
後
、
東
京
は
復
興
に
向
け

て
動
き
だ
し
、
今
ま
で
の
も
の
と
は
ま
た
違
っ
た
、
視

覚
、
臭
覚
、
味
覚
、
触
覚
、
聴
覚
な
ど
の
感
覚
を
も
持
っ

た
《
尖
端
都
市
の
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
》
が
、
世
相
や
風
俗

に
も
図
像
化
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。こ
れ
が
す
な
わ
ち
、

モ
ダ
ン
と
い
わ
れ
る
ス
タ
イ
ル
で
す
。

◆
大
正
の
初
め
、
美
術
家
た
ち
が
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
シ
ー

ン
を
提
示
し
、
そ
れ
ら
は
画
学
生
や
美
術
愛
好
家
へ
と

広
が
り
、
や
が
て
商
業
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
《
新
興
の
イ

マ
ジ
ュ
リ
ィ
》
が
活
発
に
制
作
さ
れ
ま
し
た
（
⑫
）。

◆
こ
う
し
た
大
正
時
代
の
文
化
運
動
は
、
演
劇
・
音
楽
・

映
画
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
幅
広
い
分
野
に
波
及
し
ま
し

た
。
そ
の
多
様
さ
が
大
正
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
の
魅
力
で
も

あ
り
、《
大
衆
文
化
の
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
》
と
な
っ
て
、
今

日
に
も
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
の
で
す
（
⑬
）。

「
大
正
ロ
マ
ン
と
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン

 

〜
大
正
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
の
世
界
〜
」

８
月
３
日(

土)

〜
９
月
16
日(

月
・
祝)

﹇
会
期
中
無
休
﹈

《
画
像
》①
藤
島
武
二
（
口
絵
）
与
謝
野
晶
子
『
晶
子
短
歌
全
集 

第
１
』

６
版 

１
９
２
６
年 

新
潮
社
／
②
杉
浦
非
水
（
装
幀
）『
非
水
月
刊
図

按
』
第
１
巻
第
１
号 

１
９
１
８
年 

金
尾
文
淵
堂
／
③
竹
久
夢
二
（
表

紙
）『
汝
が
碧
き
眼
を
開
け
』（
セ
ノ
オ
楽
譜
五
六
番
）
７
版 

１
９
２

７
年
／
④
古
賀
春
江
（
表
紙
）『
香
蘭
』
第
９
巻
第
１
号 

１
９
３
１

年 

香
蘭
詩
社
／
⑤
小
林
か
い
ち
「
絵
は
が
き
セ
ッ
ト
《
灰
色
の
カ
ー

テ
ン
》」
１
９
２
５
〜
２
６
年
頃
／
⑥
津
田
清
楓 

（
装
幀
）
夏
目
漱
石

（
金
之
助
）『
道
草
』
13
版 

１
９
１
９
年 

岩
波
書
店
／
⑦
恩
地
孝
四

郎
（
装
幀
）
多
田
不
二
『
多
田
不
二
詩
集 

悩
め
る
森
林
』
１
９
２
０

年 

感
情
詩
社
／
⑧
竹
久
夢
二
（
表
紙
）『
春
の
雨
』（
新
小
唄
第
二
編
）

１
９
１
６
年 

現
代
堂
／
⑨
岡
本
帰
一
（
挿
画
）《
兎
の
ダ
ン
ス
》
野

口
雨
情 

詩
『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』
３
巻
５
号 

１
９
２
４
年 

東
京
社
／

⑩
川
端
龍
子
（
表
紙
）『
少
女
の
友
』
第
８
巻
第
１
号
《
は
ね
兎
》

１
９
１
５
年 

実
業
之
日
本
社
／
⑪
水
島
爾
保
布
（
装
画
）
谷
崎
潤
一

郎
『
人
魚
の
嘆
き
・
魔
術
師
』
再
販 

１
９
１
９
年 

春
陽
堂
／
⑫
作

者
不
詳
《
国
際
懸
賞
募
集
ポ
ス
タ
ー
之
内 

佳
作
》
カ
ル
ピ
ス
製
造

株
式
会
社 

１
９
２
４
年
／
⑬
Ａ
Ｚ
Ｕ『
カ
ジ
ノ
フ
オ
ー
リ
ー
レ
ヴ
ュ
ー

舞
踏
団
第
42
回
公
演
』
１
９
２
９
年 

浅
草
水
族
館

２
０
１
９
年
７
月
１
日（
月
）〜
９
月
16
日（
月
・
祝
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◆
第
１
・
第
２
・
第
３
展
示
室
　

①

⑬

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑩

⑪

⑫
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※ノンブル1mm内側移動した

◇
観
覧
料

個
　
人
　 

　
団
　
体

一
　
般
　
　
８
０
０
円 

　
７
０
０
円

大
高
生
　
　
３
５
０
円 

　
３
０
０
円

※

中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

　
　
　
　

※

本
記
事
掲
載
作
品
は
全
て
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
す
。

　
「
令
和
元
年
」の「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

　元
号
が「
平
成
」か
ら「
令
和
」と
改
ま
り
は
や
二
ヵ
月
。

ち
ま
た
で
「
令
和
」
の
文
字
を
み
る
の
も
、
そ
ろ
そ
ろ
慣

れ
て
き
た
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
気
づ
け

ば
今
年
も
す
で
に
半
分
の
月
日
が
経
過
。
ど
う
や
ら
「
令

和
元
年
」
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
そ
う
で
、
何
が
な

し
気
も
心
も
「
そ
ぞ
ろ
」
で
す
。

　さ
て
、
昨
年
の
夏
は
記
録
的
な
「
猛
暑
」
で
、
連
日
の

暑
さ
に
う
ん
ざ
り
す
る
日
々
で
し
た
。
今
年
も
い
よ
い
よ

夏
本
場
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
あ
の
う
だ
る
よ
う
な

暑
さ
の
再
来
を
思
う
に
つ
け
、
ど
う
し
て
も
気
が
滅
入
っ

て
し
ま
い
が
ち
。

　そ
こ
で
、
今
回
が
「
令
和
初
」
と
な
る
当
館
７
月
期
恒

例
の
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
で
は
、
せ
め
て
目
で
涼

し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
こ
う
と
、「
涼
し
げ
な
美
術
」
と

題
し
た
特
集
展
示
を
設
け
ま
し
た
。

　外
が
厳
し
い
暑
さ
の
折
だ
か
ら
こ
そ
、
空
調
が
効
い
た

展
示
室
は
格
別
で
、
例
え
る
な
ら
ば
「
砂
漠
の
中
の
オ
ア

シ
ス
」
の
ご
と
き
も
の
。
ぜ
ひ
と
も
ご
来
館
く
だ
さ
り
、

快
適
な
環
境
の
中
で
涼
感
豊
か
な
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
、

心
ゆ
く
ま
で
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　暑
さ
で
夏
バ
テ
気
味
の
皆
さ
ま
方
の
心
も
体
も
、
き
っ

と
癒
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　改
め
て
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
は

　現
在
当
館
が
所
蔵
す
る
作
品
は
あ
わ
せ
て
７
５
０
点
ほ

ど
。
絵
画
や
彫
刻
・
工
芸
・
書
や
写
真
な
ど
、
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
の
多
彩
な
作
品
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
う
ち
約
４
割
を
占
め
「
中
心
核
」
と
な
っ
て
い
る
の
が

「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
な
の
で
す
。

　「池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、
七
尾
市
出
身
の
実
業
家
・

池
田
文
夫
氏
（
１
９
０
７
〜
87
）
が
生
涯
を
か
け
て
蒐
集

し
た
美
術
工
芸
品
で
す
。

　若
年
時
よ
り
紡
績
を
志
し
た
池
田
氏
は
、
戦
後
間
も
な

い
昭
和
23
年
（
１
９
４
８
）
に
岐
阜
県
大
垣
市
で
紡
績
会

社
を
設
立
。
以
降
中
部
地
方
き
っ
て
の
経
済
人
と
し
て
、

広
範
な
分
野
で
幅
広
く
活
躍
し
ま
し
た
。
七
尾
市
・
大
垣

市
双
方
の
産
業
文
化
発
展
に
も
大
い
に
寄
与
。
そ
の
功
績

か
ら
大
垣
市
の
産
業
功
労
賞
を
受
賞
、
そ
し
て
七
尾
市
の

名
誉
市
民
に
も
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
ん
な
氏
が
惜
し
み
な
い
情
熱
を
投
入
し
た
の
が
「
美

術
品
蒐
集
」
で
し
た
。
そ
の
対
象
は
古
今
東
西
の
広
き
に

お
よ
び
、
若
年
時
よ
り
数
多
の
作
品
を
求
め
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
氏
没
後
の
昭
和
63
年
。
ご
遺
族
よ
り
計
１
２
５

点
の
作
品
が
七
尾
市
に
寄
附
さ
れ「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
当
時
、
七
尾
市
に
は
美
術

品
を
所
蔵
・
展
示
す
る
施
設
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
寄
附
が
当
館
建
設
の
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は

特
筆
さ
れ
ま
す
。

　ま
さ
に「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」は
、当
館
の「
バ
ー
ス
・

ペ
ア
レ
ン
ト
」
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　今
回
の
展
示
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

　１
２
５
点
の
品
ぞ
ろ
え
で
誕
生
し
た
「
池
田
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」。
そ
の
後
も
池
田
家
皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

節
目
ご
と
に
追
加
の
寄
附
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　そ
し
て
現
在
、コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
あ
わ
せ
て
２
８
９
点
。

日
本
美
術
を
中
心
と
し
、
池
田
氏
出
身
地
の
石
川
県
お
よ

び
活
躍
地
の
岐
阜
県
に
ゆ
か
り
の
美
術
工
芸
品
が
多
く
み

ら
れ
ま
す
。
主
に
茶
道
具
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
つ
つ
も
、

肉
筆
浮
世
絵
や
近
現
代
作
家
に
よ
る
日
本
画
や
彫
刻
な
ど

も
加
わ
っ
た
、
実
に
幅
広
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
こ
か
ら
は
、
池
田
氏
の
優
れ
た
鑑
識
眼
と
美
術
品
へ

の
深
い
愛
玩
の
み
な
ら
ず
、
氏
の
ひ
と
と
な
り
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　本
展
で
展
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ

り
選
抜
さ
れ
た
計
54
点
。
既
述
の
ご
と
く
今
回
は
や
き
も

の
や
絵
画
な
ど
か
ら
「
涼
し
げ
な
雰
囲
気
の
作
品
」
25
点

を
セ
レ
ク
ト
、
ひ
ん
や
り
と
し
た
質
感
の
陶
磁
器
や
水
を

テ
ー
マ
に
し
た
日
本
画
な
ど
を
展
示
中
で
す
。

　加
え
て
「
根
来
」
を
は
じ
め
と
し
た
漆
工
な
ど
も
紹
介

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
多
彩
な
作
品
群
を
と
お
し
て
、
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
か
ら
奏
で
ら
れ
る
「
優
雅
か
つ
妙
な
る
旋
律
」

を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

七
尾
港
開
港
1
2
0
周
年
　
第
78
回
七
尾
港
ま
つ
り
協
賛

「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」

６
月
29
日（
土
）〔
開
催
中
〕〜
７
月
28
日（
日
）

本
展
関
連
イ
ベ
ン
ト
♪

◆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
日
時
：
８
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　
セ
レ
モ
ニ
ー
は
午
前
10
時
〜
約
30
分

※

セ
レ
モ
ニ
ー
参
加
者
に
は
、
本
展
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ー
ス
タ
ー
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
♪

※

セ
レ
モ
ニ
ー
中
ご
観
覧
希
望
の
方
は
、
し
ば
ら
く
お
待
ち
い

た
だ
く
か
、
逆
回
り
で
展
示
室
に
お
入
り
い
た
だ
き
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

★
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
、
本
展
監
修
者
・
山
田
俊
幸
氏

に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。

◆
〝
ゆ
か
た
〞
で
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
♪

★
ゆ
か
た
や
着
物
で
ご
観
覧
の
方
に
、
本
展
オ
リ
ジ
ナ

ル
コ
ー
ス
タ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
♪

◆
大
正
ロ
マ
ン
＆
モ
ダ
ン
ぬ
り
え

★
出
品
作
品
の
ぬ
り
え
が
楽
し
め
ま
す
。
あ
な
た
は
乙

派
？
モ
ダ
ン
派
？
悩
ん
だ
ら
２
枚
描
こ
う
！

※

満
席
の
時
は
、
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー

★
大
正
時
代
の
雰
囲
気
に
溶
け
込
ん
で
、
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
よ
う
。

※

全
て
参
加
無
料
。
た
だ
し
セ
レ

モ
ニ
ー
以
外
、
高
校
生
以
上
の

方
は
観
覧
券
が
必
要
で
す
。

※

詳
細
は
当
館
Ｈ
Ｐ
や
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
展
覧
会
を
楽
し
ん
だ
あ
と
は
、
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
で
ゆ
っ

く
り
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

　《
夏
季
限
定
メ
ニ
ュ
ー
》

　『か
き
氷
』

　
最
近
人
気
が
あ
る〝
つ
め
た
〜
い
か
き
氷
〞で

涼
み
ま
せ
ん
か
？
　

【
い
ち
ご
】【
ブ
ル
ー
ハ
ワ
イ
】【
宇
治
金
時
】【
ミ
ル
ク
金
時
】

４
種
類
か
ら
選
べ
ま
す
。
　
　
　
　《
期
間
９
／
16
ま
で
》

　「
大
正
ロ
マ
ン
と
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
」

　
８
／
３
か
ら
開
催
の
「
大
正
ロ
マ
ン
と
モ
ダ
ン
デ
ザ

イ
ン
」
で
は
昔
な
つ
か
し
の
メ
ニ
ュ
ー
が
登
場
!!

　
さ
ら
に
、
限
定
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
注
文
の
お
客
様
に
は

展
覧
会
限
定
コ
ー
ス
タ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
♪

乞
う
ご
期
待
！
　
　
　 

　《
期
間
８
／
３
〜
９
／
16
》

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
募
集
♪

　
現
在
45
名
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
、無
理
な
く
活
動
し
て

お
ら
れ
ま
す
。お
客
様
が
鑑
賞
し
や
す
い
よ
う
に
目
配
り

し
て
い
た
だ
き
、時
に
は
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
声
掛
け
な

ど
も
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
、ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

　
場
所
：
七
尾
美
術
館
展
示
室
内

　
活
動
時
間
：
9
時
〜
13
時
、13
時
〜
17
時 

（
半
日
交
替
）

★
友
の
会
会
員
の
皆
様

　
会
計
時
に
レ
ジ
に
て
会
員
証
を
ご
提
示
い
た
だ
く
と

　
10
％
割
引
に
な
り
ま
す
。（
10
円
未
満
切
捨
）

◇
◆
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
の
お
知
ら
せ
◆
◇

　ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
大
正
ロ
マ

ン
と
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
〜
大
正
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
の
世
界

〜
」
関
連
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
ま
す
。
大
正
時
代
に
活
躍
し

た
竹
久
夢
二
、
高
畠
華
宵
、
小
林
か
い
ち
、
杉
浦
非
水
ら

作
家
の
デ
ザ
イ
ン
を
配
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

を
は
じ
め
、
付
箋
、
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
、
が
ま
口
財
布

や
御
朱
印
手
帳
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
取
り
揃
え
て
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
友
の
会
会
員
さ
ま
に
は
一
部
割
引
商

品
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。（
表

示
価
格
は
税
込
価
格
で
す
）

⑨

◆
第
１
・
第
２
展
示
室
　

◇
観
覧
料

個
　
人
　 

　
団
　
体

一
　
般
　
　
３
５
０
円 

　
２
８
０
円

大
高
生
　
　
２
８
０
円 

　
２
２
０
円

※

中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「納涼美人図」
宮川長春

「青手波に菊図丸小皿　古九谷」

「織部舟人物図茶碗」

「
金
魚
図
」
大
橋
翠
石

「
根
来
春
日
卓
」

マスキングテープ　￥540がま口財布　￥864

オリジナル

ポストカード　￥108～￥162

御朱印帳　　￥1,944

友の会会員　￥1,749

付箋紙　￥432
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※ノンブル1mm内側移動した

◇
観
覧
料

個
　
人
　 

　
団
　
体

一
　
般
　
　
８
０
０
円 

　
７
０
０
円

大
高
生
　
　
３
５
０
円 

　
３
０
０
円

※

中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

　
　
　
　

※

本
記
事
掲
載
作
品
は
全
て
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
す
。

　
「
令
和
元
年
」の「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

　元
号
が「
平
成
」か
ら「
令
和
」と
改
ま
り
は
や
二
ヵ
月
。

ち
ま
た
で
「
令
和
」
の
文
字
を
み
る
の
も
、
そ
ろ
そ
ろ
慣

れ
て
き
た
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
気
づ
け

ば
今
年
も
す
で
に
半
分
の
月
日
が
経
過
。
ど
う
や
ら
「
令

和
元
年
」
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
そ
う
で
、
何
が
な

し
気
も
心
も
「
そ
ぞ
ろ
」
で
す
。

　さ
て
、
昨
年
の
夏
は
記
録
的
な
「
猛
暑
」
で
、
連
日
の

暑
さ
に
う
ん
ざ
り
す
る
日
々
で
し
た
。
今
年
も
い
よ
い
よ

夏
本
場
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
あ
の
う
だ
る
よ
う
な

暑
さ
の
再
来
を
思
う
に
つ
け
、
ど
う
し
て
も
気
が
滅
入
っ

て
し
ま
い
が
ち
。

　そ
こ
で
、
今
回
が
「
令
和
初
」
と
な
る
当
館
７
月
期
恒

例
の
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
で
は
、
せ
め
て
目
で
涼

し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
こ
う
と
、「
涼
し
げ
な
美
術
」
と

題
し
た
特
集
展
示
を
設
け
ま
し
た
。

　外
が
厳
し
い
暑
さ
の
折
だ
か
ら
こ
そ
、
空
調
が
効
い
た

展
示
室
は
格
別
で
、
例
え
る
な
ら
ば
「
砂
漠
の
中
の
オ
ア

シ
ス
」
の
ご
と
き
も
の
。
ぜ
ひ
と
も
ご
来
館
く
だ
さ
り
、

快
適
な
環
境
の
中
で
涼
感
豊
か
な
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
、

心
ゆ
く
ま
で
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　暑
さ
で
夏
バ
テ
気
味
の
皆
さ
ま
方
の
心
も
体
も
、
き
っ

と
癒
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　改
め
て
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
は

　現
在
当
館
が
所
蔵
す
る
作
品
は
あ
わ
せ
て
７
５
０
点
ほ

ど
。
絵
画
や
彫
刻
・
工
芸
・
書
や
写
真
な
ど
、
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
の
多
彩
な
作
品
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
う
ち
約
４
割
を
占
め
「
中
心
核
」
と
な
っ
て
い
る
の
が

「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
な
の
で
す
。

　「池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、
七
尾
市
出
身
の
実
業
家
・

池
田
文
夫
氏
（
１
９
０
７
〜
87
）
が
生
涯
を
か
け
て
蒐
集

し
た
美
術
工
芸
品
で
す
。

　若
年
時
よ
り
紡
績
を
志
し
た
池
田
氏
は
、
戦
後
間
も
な

い
昭
和
23
年
（
１
９
４
８
）
に
岐
阜
県
大
垣
市
で
紡
績
会

社
を
設
立
。
以
降
中
部
地
方
き
っ
て
の
経
済
人
と
し
て
、

広
範
な
分
野
で
幅
広
く
活
躍
し
ま
し
た
。
七
尾
市
・
大
垣

市
双
方
の
産
業
文
化
発
展
に
も
大
い
に
寄
与
。
そ
の
功
績

か
ら
大
垣
市
の
産
業
功
労
賞
を
受
賞
、
そ
し
て
七
尾
市
の

名
誉
市
民
に
も
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
ん
な
氏
が
惜
し
み
な
い
情
熱
を
投
入
し
た
の
が
「
美

術
品
蒐
集
」
で
し
た
。
そ
の
対
象
は
古
今
東
西
の
広
き
に

お
よ
び
、
若
年
時
よ
り
数
多
の
作
品
を
求
め
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
氏
没
後
の
昭
和
63
年
。
ご
遺
族
よ
り
計
１
２
５

点
の
作
品
が
七
尾
市
に
寄
附
さ
れ「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
当
時
、
七
尾
市
に
は
美
術

品
を
所
蔵
・
展
示
す
る
施
設
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
寄
附
が
当
館
建
設
の
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は

特
筆
さ
れ
ま
す
。

　ま
さ
に「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」は
、当
館
の「
バ
ー
ス
・

ペ
ア
レ
ン
ト
」
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　今
回
の
展
示
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

　１
２
５
点
の
品
ぞ
ろ
え
で
誕
生
し
た
「
池
田
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」。
そ
の
後
も
池
田
家
皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

節
目
ご
と
に
追
加
の
寄
附
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　そ
し
て
現
在
、コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
あ
わ
せ
て
２
８
９
点
。

日
本
美
術
を
中
心
と
し
、
池
田
氏
出
身
地
の
石
川
県
お
よ

び
活
躍
地
の
岐
阜
県
に
ゆ
か
り
の
美
術
工
芸
品
が
多
く
み

ら
れ
ま
す
。
主
に
茶
道
具
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
つ
つ
も
、

肉
筆
浮
世
絵
や
近
現
代
作
家
に
よ
る
日
本
画
や
彫
刻
な
ど

も
加
わ
っ
た
、
実
に
幅
広
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
こ
か
ら
は
、
池
田
氏
の
優
れ
た
鑑
識
眼
と
美
術
品
へ

の
深
い
愛
玩
の
み
な
ら
ず
、
氏
の
ひ
と
と
な
り
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　本
展
で
展
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ

り
選
抜
さ
れ
た
計
54
点
。
既
述
の
ご
と
く
今
回
は
や
き
も

の
や
絵
画
な
ど
か
ら
「
涼
し
げ
な
雰
囲
気
の
作
品
」
25
点

を
セ
レ
ク
ト
、
ひ
ん
や
り
と
し
た
質
感
の
陶
磁
器
や
水
を

テ
ー
マ
に
し
た
日
本
画
な
ど
を
展
示
中
で
す
。

　加
え
て
「
根
来
」
を
は
じ
め
と
し
た
漆
工
な
ど
も
紹
介

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
多
彩
な
作
品
群
を
と
お
し
て
、
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
か
ら
奏
で
ら
れ
る
「
優
雅
か
つ
妙
な
る
旋
律
」

を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

七
尾
港
開
港
1
2
0
周
年
　
第
78
回
七
尾
港
ま
つ
り
協
賛

「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」

６
月
29
日（
土
）〔
開
催
中
〕〜
７
月
28
日（
日
）

本
展
関
連
イ
ベ
ン
ト
♪

◆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
日
時
：
８
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　
セ
レ
モ
ニ
ー
は
午
前
10
時
〜
約
30
分

※

セ
レ
モ
ニ
ー
参
加
者
に
は
、
本
展
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ー
ス
タ
ー
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
♪

※

セ
レ
モ
ニ
ー
中
ご
観
覧
希
望
の
方
は
、
し
ば
ら
く
お
待
ち
い

た
だ
く
か
、
逆
回
り
で
展
示
室
に
お
入
り
い
た
だ
き
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

★
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
、
本
展
監
修
者
・
山
田
俊
幸
氏

に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。

◆
〝
ゆ
か
た
〞
で
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
♪

★
ゆ
か
た
や
着
物
で
ご
観
覧
の
方
に
、
本
展
オ
リ
ジ
ナ

ル
コ
ー
ス
タ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
♪

◆
大
正
ロ
マ
ン
＆
モ
ダ
ン
ぬ
り
え

★
出
品
作
品
の
ぬ
り
え
が
楽
し
め
ま
す
。
あ
な
た
は
乙

派
？
モ
ダ
ン
派
？
悩
ん
だ
ら
２
枚
描
こ
う
！

※

満
席
の
時
は
、
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー

★
大
正
時
代
の
雰
囲
気
に
溶
け
込
ん
で
、
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
よ
う
。

※

全
て
参
加
無
料
。
た
だ
し
セ
レ

モ
ニ
ー
以
外
、
高
校
生
以
上
の

方
は
観
覧
券
が
必
要
で
す
。

※

詳
細
は
当
館
Ｈ
Ｐ
や
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
展
覧
会
を
楽
し
ん
だ
あ
と
は
、
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
で
ゆ
っ

く
り
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

　《
夏
季
限
定
メ
ニ
ュ
ー
》

　『か
き
氷
』

　
最
近
人
気
が
あ
る〝
つ
め
た
〜
い
か
き
氷
〞で

涼
み
ま
せ
ん
か
？
　

【
い
ち
ご
】【
ブ
ル
ー
ハ
ワ
イ
】【
宇
治
金
時
】【
ミ
ル
ク
金
時
】

４
種
類
か
ら
選
べ
ま
す
。
　
　
　
　《
期
間
９
／
16
ま
で
》

　「
大
正
ロ
マ
ン
と
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
」

　
８
／
３
か
ら
開
催
の
「
大
正
ロ
マ
ン
と
モ
ダ
ン
デ
ザ

イ
ン
」
で
は
昔
な
つ
か
し
の
メ
ニ
ュ
ー
が
登
場
!!

　
さ
ら
に
、
限
定
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
注
文
の
お
客
様
に
は

展
覧
会
限
定
コ
ー
ス
タ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
♪

乞
う
ご
期
待
！
　
　
　 

　《
期
間
８
／
３
〜
９
／
16
》

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
募
集
♪

　
現
在
45
名
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
、無
理
な
く
活
動
し
て

お
ら
れ
ま
す
。お
客
様
が
鑑
賞
し
や
す
い
よ
う
に
目
配
り

し
て
い
た
だ
き
、時
に
は
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
声
掛
け
な

ど
も
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
、ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

　
場
所
：
七
尾
美
術
館
展
示
室
内

　
活
動
時
間
：
9
時
〜
13
時
、13
時
〜
17
時 

（
半
日
交
替
）

★
友
の
会
会
員
の
皆
様

　
会
計
時
に
レ
ジ
に
て
会
員
証
を
ご
提
示
い
た
だ
く
と

　
10
％
割
引
に
な
り
ま
す
。（
10
円
未
満
切
捨
）

◇
◆
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
の
お
知
ら
せ
◆
◇

　ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
大
正
ロ
マ

ン
と
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
〜
大
正
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
の
世
界

〜
」
関
連
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
ま
す
。
大
正
時
代
に
活
躍
し

た
竹
久
夢
二
、
高
畠
華
宵
、
小
林
か
い
ち
、
杉
浦
非
水
ら

作
家
の
デ
ザ
イ
ン
を
配
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

を
は
じ
め
、
付
箋
、
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
、
が
ま
口
財
布

や
御
朱
印
手
帳
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
取
り
揃
え
て
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
友
の
会
会
員
さ
ま
に
は
一
部
割
引
商

品
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。（
表

示
価
格
は
税
込
価
格
で
す
）

⑨

◆
第
１
・
第
２
展
示
室
　

◇
観
覧
料

個
　
人
　 

　
団
　
体

一
　
般
　
　
３
５
０
円 

　
２
８
０
円

大
高
生
　
　
２
８
０
円 

　
２
２
０
円

※

中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「納涼美人図」
宮川長春

「青手波に菊図丸小皿　古九谷」

「織部舟人物図茶碗」

「
金
魚
図
」
大
橋
翠
石

「
根
来
春
日
卓
」

マスキングテープ　￥540がま口財布　￥864

オリジナル

ポストカード　￥108～￥162

御朱印帳　　￥1,944

友の会会員　￥1,749

付箋紙　￥432
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※ノンブル1mm内側移動した

　本年４月より、公式 Facebook ページと、公式Twitter ページを開設しました。
従来のホームページには無い、以下の内容を中心に随時発信しています。ぜひ、いいね！やフォローしていただき、
最新情報をチェックしてください。

スマホのカメラを起動して、画面に
QRコードを入れれば、簡単にアクセ
スできます。

１.展示風景や観覧風景、イベントの情報
２.アートホールや市民ギャラリーの催し物情報
３.美術館周辺の話題
４.休館日の案内、悪天候による臨時休館、駐車場の混雑状況
などをお知らせします。

Facebook：https://www.facebook.com/NanaoArtMuseum
Twitter：https://twitter.com/NanaoArtMuseum
アカウント：@NanaoArtMuseum
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第20回石川県七尾美術館友の会「鑑賞の旅」のご案内

京都国立近代美術館
「円山応挙から近代京都画壇へ」展と

金地院特別拝観、南禅寺を巡る旅

今回の鑑賞の旅は、京都国立近代美術館で開催される展覧会「円山応挙から近代京都画壇へ」展を鑑賞し
ます。江戸時代、応挙は狩野派の粉本主義から脱却し、写生を重視した新しい画風で人々を魅了しました。少
し遅れて、与謝蕪村に俳諧や文人画を学んだ呉春が瀟洒な画風で四条派という一流派をなします。応挙の円
山派と呉春の四条派は四条円山派として近代京都画壇の中心をなす流派となりました。本展では応挙の代表
作「松に孔雀図襖」（兵庫県・大乗寺）から竹内栖鳳、上村松園までの京都画壇の流れをご覧いただきます。
また、金地院では小堀遠州作の特別名勝・枯山水の「鶴亀の庭」に加え、特別拝観により長谷川等伯筆の
襖絵「猿猴促月図」、「老松図」、遠州作の茶室「八窓席」を解説付きで見学します。
見学後は南禅寺を自由散策。木々が色づく京都の秋を思い思いにお楽しみください。
皆様のお申込みをお待ちしております。

◆ 日　　程 11月６日（水）【貸切バス利用】　6:00出発　21:30頃帰着予定
◆ 見 学 地 京都国立近代美術館、金地院、南禅寺界隈
◆ 参 加 費 13,000円（税込み）
 ※バス代・拝観入館料・昼食代・旅行傷害保険料込。
 ※友の会会員以外の方は上記参加費に1,000円加算となります。

◆ 定　　員 先着23名（対象は原則として成人）
◆ 募　　集 ８月３日（土）～ 10月11日（金）
 （定員に達し次第締め切り）
 ※最小催行人数18名。
 　人数に達しない場合は中止させていただきます。

◆ 申込方法 参加費をご持参のうえ、
 当館受付までお越しください。

　今
年
も
４
月
27
日
か
ら
５
月
26
日
ま
で
、
当
館
恒
例
の

「
長
谷
川
等
伯
展
」
を
、
ち
ょ
う
ど
30
日
間
の
会
期
で
開
催

し
ま
し
た
。

　本
展
で
は
「
大
画
面
作
品
」
を
テ
ー
マ
に
計
21
点
の
作

品
や
資
料
を
紹
介
。
大
画
面
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
は
51

歳
以
降
「
等
伯
時
代
」
の
水
墨
画
が
主
要
を
占
め
ま
し
た
。

屏
風
や
襖
な
ど
の
大
画
面
が
展
示
室
を
埋
め
た
様
子
は
、

実
に
壮
観
の
ひ
と
こ
と
。

　そ
れ
に
し
て
も
今
年
、
特
に
印
象
深
か
っ
た
の
が
「
遠
方

か
ら
の
来
館
者
の
多
さ
」
で
す
。
北
は
北
海
道
か
ら
南
は

九
州
ま
で
、
よ
く
ぞ
と
思
わ
ん
ば
か
り
。
中
に
は
奈
良
か

ら
自
家
用
車
で
は
る
ば
る
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
お

ら
れ
、
思
わ
ず
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　ま
さ
に
「
等
伯
人
気
、
い
ま
だ
健
在
な
り
」
で
、
等
伯

が
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と

を
、
改
め
て
目
の
当
た
り
に
し
た
思
い
で
す
。

　４
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
「
特
別
講
演
会
」
で
は
、
河

合
正
朝
先
生
（
千
葉
市
美
術
館
館
長
）
に
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
等
伯
と
本
格
的
に
向
き
合
う
の
は
久
方
ぶ

り
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
お
話
し
か
ら
は
先
生
の
等
伯
に
対

す
る
熱
い
思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
だ
け
多
く
の
人
び
と
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
等
伯
。

そ
の
展
覧
会
を
担
当
す
る
責

任
の
大
き
さ
を
痛
感
し
つ
つ

も
、
と
り
あ
え
ず
今
年
の
展

示
を
無
事
終
え
た
こ
と
に
心

底
ホ
ッ
と
す
る
今
日
こ
の
頃
。

　今
回
も
作
品
所
有
者
や
河

合
先
生
、
そ
し
て
ご
鑑
賞
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
な
ど
、

多
く
の
方
々
か
ら
格
別
な
ご

配
慮
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
長
谷
川
等
伯
展
」を
お
え
て…

　
　
　
　
　
〜
担
当
学
芸
員
の
つ
ぶ
や
き
〜

七尾美術館公式ＳＮＳのご案内

第
24
回
七
尾
日
創
展

第
25
回
七
尾
高
校
同
窓
美
術
会
展

七
尾
港
開
港
120
周
年
記
念 

第
78
回
七
尾
港
ま
つ
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協
賛

　
第
25
回
七
尾
美
術
作
家
協
会
展

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
７
月
４
日
（
木
）
〜
７
日
（
日
）
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最
終
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４
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で
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ベ
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作
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ま
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個
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る
作
品
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楽
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だ
さ
い
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祝
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で
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、「
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120
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新
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な
旅
立
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サ
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テ
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マ
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掲
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方
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い
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願
い
、会
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き
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限
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作
品
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発
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し
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の
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合
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場
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高
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。
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京都国立近代美術館外観
（撮影：四方邦煕）

昼食は湯豆腐付

参加者大募集!
日帰り

貸
館
催
し
物
案
内
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78
回
七
尾
港
ま
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賛

　
第
25
回
七
尾
美
術
作
家
協
会
展

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
７
月
４
日
（
木
）
〜
７
日
（
日
）

　
　
初
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　公
募
に
よ
り
県
内
外
か
ら
出
品
さ
れ
た
日
本
画
を
中
心

と
す
る
絵
画
約
60
点
を
展
示
し
ま
す
。若
さ
あ
ふ
れ
る
作

品
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の
充
実
し
た
作
品
ま
で
、
個
性
あ
ふ
れ

る
作
品
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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史
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０
７
６
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７
月
12
日
（
金
）
〜
15
日
（
月
・
祝
）

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　今
回
は
、「
七
尾
港
開
港
120
周
年
」と
い
う
事
で
、当
協
会

で
は「
新
た
な
旅
立
ち
」を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
掲
げ
、多
く
の

方
々
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
事
を
願
い
、会
員
各
自
で

き
る
限
り
の
作
品
を
発
表
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　皆
様
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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催
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美
術
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会
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長
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映
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９
月
21
日
（
土
）
〜
23
日
（
月
・
祝
）

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　第
25
回
目
と
な
る
七
尾
高
校
同
窓
美
術
会
展
は
、創
立

120
周
年
を
迎
え
る
今
年
、七
尾
美
術
館
で
開
催
し
、同
窓

生
、在
校
生
合
わ
せ
て
約
70
人
が
近
作
を
展
示
い
た
し
ま

す
。ご
来
場
ご
高
覧
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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第
６
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ト
㏌
七
尾

第
12
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ロ
デ
ィ
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ッ
ト

　
石
田
ゆ
か
り
門
下
生
ピ
ア
ノ
発
表
会

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　
　
８
月
18
日
（
日
）
　
開
演
　
午
後
２
時

　第
６
回
北
國
文
化
セ
ン
タ
ー
や
さ
し
い
シ
ャ
ン
ソ
ン
教

室
の
発
表
会
。動
物
愛
護
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
で
す
。ゲ
ス
ト
に

椿
れ
い
さ
ん
出
演
。楽
し
く
歌
の
ジ
ャ
ン
ル
こ
え
皆
様
と

ご
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。
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円

主
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文
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セ
ン
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ー
七
尾
教
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連
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先
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こ
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０
９
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２
０
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７
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９
月
15
日
（
日
）
　
開
演
　
午
後
１
時

　自
分
色
の
個
性
を
ピ
アノ
演
奏
に
。真
っ
白
な
パ
レ
ッ
ト
の

上
に
の
せ
ら
れ
た
沢
山
の
色
、そ
し
て
様
々
な
色
と
出
会
い

混
ざ
り
合
う
大
切
な
発
表
会
。ピ
アノ
ソ
ロ
、連
弾
、歌
、様
々

な
音
色
を
ど
う
ぞ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

主
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ゆ
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門
下
生

連
絡
先

　石
田
ゆ
か
り

　☎
０
７
６
７（
53
）４
６
２
８

　
　
９
月
23
日
（
月
・
祝
）
開
演
　
午
後
５
時
30
分

　ス
ペ
イ
ン
、ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方
の
文
化
・
芸
術
で
あ
る
フ
ラ

メ
ン
コ
を
、東
京
よ
り
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
き
、地
元
七
尾
と

金
沢
で
活
動
し
て
い
る
仲
間
と
共
に
、踊
り
だ
け
で
な
く
、歌

も
ギ
タ
ー
も
生
演
奏
で
お
届
け
し
ま
す
。

入
場
料

　３
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８
０
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円

主
催
・
連
絡
先

　山
本
純
子
フ
ラ
メ
ン
コ
教
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　ス
タ
ジ
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ラ
ス
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マ
リ
ス
マ
ス
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京都国立近代美術館外観
（撮影：四方邦煕）

昼食は湯豆腐付

参加者大募集!
日帰り

貸
館
催
し
物
案
内



割引、プレゼントなど特典いろいろ！
ぜひ当館でもご利用ください。

エントランスホール及びティールー
ムにて、Wi-Fiスポットサービスの
「FREESPOT」をご利用頂けます。

城山

飛行機……のと里山空港から「のと里山海道」利用約45分
車…………「のと里山海道」徳田大津J.C.Tから約15分又は「能越自動車道」七尾城山I.C又は七尾I.Cから約10分
タクシー…JR七尾駅から約５分
徒歩………JR七尾駅から約20分
市内循環バス「まりん号」
　　　……JR七尾駅前「ミナ.クル」バス停から「七尾美術館前」下車（順回り約８分・逆回り約14分、１日各８便）
ななおコミュニティバス「ぐるっと７」
　　　……JR七尾駅前５番乗り場から「小丸山台１丁目」下車（西コース約10分、１日４便）

◎次号・第99号（秋号）は10月１日発行予定です。

◆
７
月
〜
９
月
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ー
◆
　※

■
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◆
開
館
時
間
◆
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前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）
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〒926-0855  石川県七尾市小丸山台一丁目1番地
TEL（0767）53-1500／FAX（0767）53-6262
http://nanao-art-museum.jp

石川県七尾美術館だより 第98号（夏号）

2019年９月21日（土）～10月20日（日）

　奈良時代の養老２年（718）に誕生した能登国。その後長い歴史を重ね、昨年に
は「能登立国 1300 年」を迎えたことは記憶に新しいところです。
　およそ 1300 年前より「令和」の現在に至るまでこの方、能登には数多くの美術
工芸が栄枯盛衰を繰り広げてきました。そして現在、地域の各所に伝来する貴重
な文化財や今も新たに制作され続けている作品などからは、能登という地域なら
ではの優れた芸術文化を感じることができるでしょう。
　本展では当館所蔵品および寄託品を中心に、能登ゆかりの古今の美術を絵画や
工芸などをとおして紹介。もちろん能登七尾出身で桃山時代に大活躍した絵師・
長谷川等伯（1539 ～ 1610）や「長谷川派」の作品も展示予定です。
　同時開催：「茶道具とりどり」（第１展示室）

◆第２展示室　「名品がかたる‐能登の美術」

2019年11月１日（金）～12月８日（日）〈会期中無休〉

　毎春、イタリアの古都ボローニャで開催される児童書専門の国際見本市
「ボローニャ・チルドレンズ・ブックフェア」。会場では版権が売買され、
新たな児童書の企画が生まれています。このブックフェアに伴い実施される
イラストレーションのコンクールには世界中から応募があり、今年は62ヵ
国2,901組の作品から日本人10名を含む27ヵ国76作家が選ばれました。
　「ボローニャ国際絵本原画展」ではコンクールの入選作品を紹介します。
５枚１組で構成される作品はバラエティ豊かで個性に溢れています。また、
特別展示は昨年の入選作家から選ばれた「ボローニャ･SM出版賞」受賞者の
ヴェンディ・ヴェルニッチ（クロアチア）と、今年のブックフェアのメイン
ビジュアルに起用されたマーシャ・チトワ（ロシア）です。その他、ボロー
ニャ・ラガッツィ賞受賞絵本など海外の絵本も多数展示します。

◆第１・２・３展示室　
2019イタリア・ボローニャ国際絵本原画展

「すばらしいオーケストラ」
ガイア・ステッラ（イタリア）

「山水図」
長谷川信春(等伯)


